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愛
の
結
末
を
描
い
た
世
俗
的

オ
ペ
ラ
。兵
役
の
た
め
に
恋

人
を
奪
わ
れ
た
ト
ゥ
リ
ッ

ド
ゥ
を
演
じ
る
の
は
名
古

屋
芸
術
大
学
出
身
の
笛
田

博
昭
。相
手
役
サ
ン
ト
ゥ
ッ

ツ
ァ
を
演
じ
る
の
は
同
大
卒

業
後
、イ
タ
リ
ア
に
移
住
し

研
さ
ん
を
積
ん
だ
桜
井
万
祐

子
（
愛
知
県
出
身
）。

　

伊
藤
と
と
も
に
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
名
古
屋
を
訪
れ
た

桜
井
は
「
イ
タ
リ
ア
在
住
の

私
に
と
っ
て
、故
郷
・
愛
知

で
上
演
さ
れ
る
イ
タ
リ
ア
の

作
品
に
主
演
で
き
る
の
は
喜

び
。先
輩
の
笛
田
さ
ん
と
は
、

名
芸
大
オ
ペ
ラ
で
共
演
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。恋
人
へ
の
強
い
思
い

を
伝
え
ら
れ
れ
ば
」と
熱
演

を
約
束
し
た
。

　

両
作
の
演
出
は
岩
田
達

宗
、演
奏
は
柴
田
真
郁
・
指

揮
の
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響

楽
団
。

　

全
指
定
席
、Ｓ
１
万
５
０

０
０
、Ａ
１
万
２
０
０
０
、Ｂ

８
０
０
０
、Ｃ
５
０
０
０
、Ｄ

３
０
０
０
円
（
25
歳
以
下
半

額
）。
０
５
２
（
２
１
１
）

７
５
５
２
、愛
知
県
芸
術
劇

場
。

大
坪
喜
美
雄
）、「
鞍
馬
天
狗
」

（
シ
テ
・
宝
生
和
英
）。開
演

前
に
は
衣
斐
愛
に
よ
る
演
目

解
説
が
付
く
。

　

正
面
席
１
万
円
、脇
正
面

席
８
０
０
０
円
、自
由
席
６

０
０
０
円
、学
生
３
０
０
０

円
。
０
５
２
（
８
８
９
）３

４
３
０
。

　

な
お
公
演
前
日
の
24
日
午

前
10
時
か
ら
は
「
宝
生
流
教

授
嘱
託
会
東
海
支
部
研
修
発

表
会
」、午
後
０
時
35
分
か
ら

は
門
下
生
ら
に
よ
る
「
東
海

宝
生
流
能
楽
ま
つ
り
大
会
」

（
い
ず
れ
も
入
場
無
料
）が
行

わ
れ
る
。

ブ
ル
が
弾
け
た
時
は
、バ
ン

ド
マ
ン
で
演
奏
し
て
い
た
２

軒
が
閉
店
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
時
に
音
楽
仲
間
に
、タ

ン
ゴ
の
ベ
ー
ス
を
や
っ
て
ほ

し
い
と
エ
ル
ム
を
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
。阪
神
大
震
災
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
胡
弓
を
演

奏
し
た
際
は
、二
胡
の
講
師

に
誘
わ
れ
た
。色
々
な
縁
で

音
楽
を
や
り
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
」と
話
す
。

　
「
年
々
、技
術
よ
り
も
自
分

が
楽
し
む
こ
と
で
音
楽
が
伝

わ
る
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。１
月
25
日
は
久
し

ぶ
り
の
エ
ル
ム
の
ス
テ
ー
ジ

な
の
で
楽
し
み
た
い
」と
笑

う
。

（
聞
き
手
・
竹
本
真
哉
）

学
校
か
ら
始
め
た
。高
校
は

バ
ン
ド
で
ベ
ー
ス
、大
学
時

代
は
ジ
ャ
ズ
。卒
業
後
は
ク

ラ
ブ
な
ど
で
バ
ン
ド
マ
ン

を
や
っ
て
い
た
」と
振
り
返

る
。

　

二
胡
と
の
出
合
い
は
20
代

半
ば
。日
中
名
古
屋
友
好
団

の
三
味
線
奏
者
と
し
て
南
京

へ
。そ
こ
で
惚
れ
こ
み
、購
入

し
て
帰
国
し
た
と
い
う
。「
西

洋
の
音
楽
は
色
々
な
楽
器
で

空
間
を
埋
め
る
が
、二
胡
な

ど
東
洋
の
音
楽
は
、楽
器
で

空
間
、間
を
聴
か
せ
る
。飾
ら

れ
た
花
々
と
一
輪
の
花
の
イ

メ
ー
ジ
」と
語
る
。

　

ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
り
な

く
様
々
な
楽
器
は
多
く
の
出

会
い
に
も
つ
な
が
っ
た
。「
バ

　

ア
ン
ナ
を
演
じ
る
伊
藤

（
三
重
県
出
身
）は
「
地
元
で

大
役
を
演
じ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。死
霊
に
な
っ
て
も

な
お
ロ
ベ
ル
ト
を
愛
す
る
女

心
を
、プ
ッ
チ
ー
ニ
の
抑
揚

に
富
ん
だ
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
込

め
て
歌
い
上
げ
た
い
」と

意
気
込
ん
だ
。

　
「
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
～
」（
マ

ス
カ
ー
ニ
作
曲
）は
、男
女
の

歪
曲
（
わ
い
き
ょ
く
）し
た

　
「
妖
精
ヴ
ィ
ッ
リ
」（
プ
ッ

チ
ー
ニ
作
曲
）は
１
９
８
６

年
に
同
団
が
初
演
、そ
の
後

上
演
の
機
会
が
な
く
、今
回

が
40
年
ぶ
り
の
再
演
に
な

る
。恋
人
ロ
ベ
ル
ト
に
裏
切

ら
れ
命
を
絶
っ
た
ア
ン
ナ

が
、死
霊
と
な
っ
て
復
讐
を

果
た
す
。名
作
バ
レ
エ
「
ジ

ゼ
ル
」を
連
想
さ
せ
る
フ
ァ

ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
オ
ペ

ラ
。

　

伊
藤
晴
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、桜

井
万
祐
子
（
メ
ゾ
）そ
し
て

笛
田
博
昭
（
テ
ノ
ー
ル
）。東

海
地
区
ゆ
か
り
の
声
楽
家

３
人
が
、藤
原
歌
劇
団
オ
ペ

ラ
の
主
役
と
し
て
来
演
。２

月
７
日
（
午
後
２
時
）愛
知

県
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
る
「
妖
精
ヴ
ィ
ッ

リ
／
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス

テ
ィ
カ
ー
ナ
」（
２
作
上
演
）

で
あ
る
。

２
月
７
日 

愛
知
県
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル

　

能
楽
の「
名
古
屋
宝
生
会
」

（
代
表
・
衣
斐
愛
）が
創
立
70

周
年
を
迎
え
、２
０
２
６
年

１
月
25
日
（
午
後
１
時
）名

古
屋
能
楽
堂
で
記
念
別
会

（
特
別
公
演
）を
開
く
。

　

演
目
は
17
年
ぶ
り
の
上
演

に
な
る
「
翁
」（
翁
・
内
藤
飛

能
）、「
鶴
亀
」（
シ
テ
・
衣
斐

正
宜
）、「
網
之
段
」（
仕
舞
・

　

二
胡
・
胡
弓
・
津
軽
三
味

線
・
ベ
ー
ス
奏
者
と
し
て
、

　
　
仲
島
　
千
創

米
沢
唯
ら
国
際
的
プ
リ
ン
シ
パ
ル
が
来
演

２
月
22
、23
日 

「
グ
ラ
ン・ド
リ
ー
ム・バ
レ
エ・フ
ェ
ス
」

の
米
沢
唯
（
新
国
立
バ
レ
エ

団
）。
国
際
的
プ
リ
ン
シ
パ

（
Ｋ
―
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｔ 

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
）
そ
し
て
愛
知
出
身

　

佐
々
晴
香
（
ベ
ル
リ
ン
国

立
バ
レ
エ
団
）、
中
村
祥
子

（
午
後
５
時
）
と
23
日
（
午

後
２
時
）
愛
知
県
芸
術
劇
場

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。

　

３
度
目
と
な
る
今
回
は

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
選
出
１
７

６
人
、
地
元
男
性
ゲ
ス
ト
10

人
、
メ
ー
ン
10
人
、
総
勢

１
９
６
人
が
集
結
。「
海
賊
」

「
く
る
み
割
り
人
形
」「
コ
ッ

ペ
リ
ア
」
の
３
作
（
い
ず
れ

も
抜
粋
）
を
上
演
す
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
振
付
を
、
ダ
ン

サ
ー
を
熟
知
す
る
地
元
振

付
家
が
行
う
の
も
特
徴
。
芸

術
監
督
は
日
本
バ
レ
エ
協

会
中
部
支
部
長
の
松
岡
伶

子
。

　

３
作
品
の
振
付
、
メ
ー
ン

キ
ャ
ス
ト
は
次
の
通
り
。

　
「
海
賊
」
振
付
＝
梶
田
眞

嗣
。
出
演
＝
佐
々
晴
香
、
中

野
吉
章
（
谷
桃
子
バ
レ
エ

団
）、
牧
村
直
紀
（
ス
タ
ー

ダ
ン
サ
ー
ズ
・
バ
レ
エ
団
）。

　
「
く
る
み
割
り
人
形
」
振

付
＝
松
岡
璃
映
、市
橋
万
樹
。

出
演
＝
中
村
祥
子
、
ヴ
ィ
ス

ラ
フ
・
デ
ュ
デ
ッ
ク
（
元
ベ

ル
リ
ン
国
立
バ
レ
エ
団
）。

　
「
コ
ッ
ペ
リ
ア
」
振
付
＝

徳
山
博
士
。出
演
＝
米
沢
唯
、

速
水
渉
悟
（
新
国
立
バ
レ
エ

団
）

　

全
指
定
・
Ｓ
席
１
万
円
、

Ａ
席
８
０
０
０
円
、
Ｂ
席

６
０
０
０
円
、
Ｃ
席
４
０
０

０
円
。

０
５
２（
９
５
１
）

９
１
０
４
、
東
海
テ
レ
ビ
チ

ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
。

ル
が
東
海
地

区
ダ
ン
サ
ー

と
共
演
す
る

バ
レ
エ
の
祭

典
「
グ
ラ

ン
・
ド
リ
ー

ム
・
バ
レ

エ
・
フ
ェ
ス

２
０
２
６
」

（
東
海
テ

レ
ビ
放
送

主
催
）
が

２
０
２
６
年

２
月
22
日

１月25日 名古屋能楽堂で
名古屋宝生会７0周年公演

前日には無料「能楽まつり」も

二胡を奏でる仲島千創

藤原歌劇団「妖精ヴィッリ／カヴァレリア・ルスティカーナ」

ジ
ャ
ズ
・
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
・

民
謡
・
民
俗

音
楽
な
ど
多

彩
な
音
楽
に

取
り
組
む
仲

島
千
創
。

　

最
初
に
手

に
取
っ
た
楽

器
は
三
味

線
。「
祖
母
が

弾
い
て
い

た
の
で
、小

二胡の音色で〝一輪の花〟描く
１月25日 久々の「エルム」来演

芸術劇場
大ホール



　
「
昨
年
、古
希
（
70
歳
）を

迎
え
、四
半
世
紀
に
わ
た
り

お
世
話
に
な
っ
た
東
海
地
区

の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
た
い
」。声
楽
界
の
重

鎮
・
末
吉
利
行
（
大
阪
出
身
）

が
、２
月
８
日
（
午
後
２
時
）

宗
次
ホ
ー
ル
で「
バ
リ
ト
ン
・

リ
サ
イ
タ
ル
～
わ
た
し
の
音

楽
人
生
」を
開
く
。

　

東
京
藝
大
大
学
院
修
了

後
数
々
の
オ
ペ
ラ
の
主
要

キ
ャ
ス
ト
、合
唱
ソ
リ
ス
ト

を
務
め
、歌
曲
の
研
究
家
と

し
て
も
知
ら
れ
る
末
吉
。

１
９
９
８
年
、愛
知
県
立
芸

術
大
学
に
教
員
と
し
て
迎
え

ら
れ
て
以
来
名
古
屋
に
拠

点
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
文
化
セ

ン
タ
ー
講
師
、名
古
屋
市
民

コ
ー
ラ
ス
の
指
導
な
ど
も

行
っ
て
来
た
。

　

意
外
に
も
リ
サ
イ
タ
ル
は

今
回
が
初
。「
教
員
と
し
て
の

仕
事
に
追
わ
れ
続
け
る
毎
日

で
し
た
が
、定
年
で
大
学
を

退
官
し
、よ
う
や
く
一
息
つ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と

苦
笑
す
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
シ
ュ
ト
ラ

は
、28
年
の
閉
館
に
向
け
、カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
と
し
て
26
年
５
月
に

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
「
第

10
番
」、８
月
に
ブ
ル
ッ
ク

ナ
ー
「
第
９
番
」、９
月
に
ド

ボ
ル
ザ
ー
ク
「
第
８
番
」な

ど
、逆
の
番
号
順
に
演
奏
す

る
。

　

創
立
記
念
日
の
７
月
10
日

に
は
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
辻
彩

奈
、ピ
ア
ノ
務
川
慧
悟
、チ
ェ

ロ
佐
藤
晴
真
と
地
元
出
身
の

版
全
曲
）、10
月
は
ブ
ラ
ー
ム

ス
「
交
響
曲
第
２
番
」ほ
か
、

27
年
１
月
に
シ
ョ
ス
タ
コ
ー

ヴ
ィ
チ
「
交
響
曲
第
５
番
」

ほ
か
を
。

　

ほ
か
に
４
月
は
90
歳
に
な

る
カ
サ
ド
シ
ュ
指
揮
で
ス
ト

ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
「
春
の
祭

典
」ほ
か
、６
月
は
沼
尻
竜
典

が
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ

「
ト
ス
カ
」全
曲
を
演
奏
会
形

式
で
。

　

市
民
会
館
名
曲
シ
リ
ー
ズ

（
午
後
４
時
）
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ

Ｉ
ホ
ー
ル
で
開
く
。

　

マ
リ
ン
バ
の
岸
田
彩
音
、

打
楽
器
の
百
々
咲
彩（
ど
ど
・

さ
あ
や
）、
ピ
ア
ノ
の
福
井

明
日
香
が
共
演
。
前
半
は
濵

口
大
弥
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

二
重
奏
、
永
野
雅
晴
の
タ
ン

バ
リ
ン
二
重
奏
作
品
、
ラ

ヴ
ェ
ル
の
組
曲
「
マ
メ
ー
ル

ロ
ア
」
ほ
か
。
後
半
は
加
藤

昌
則
の
ヴ
ィ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
・

ソ
ロ
曲
、
マ
リ
ン
バ
と
打
楽

器
の
作
品
、
名
古
屋
在
住
の

山
川
あ
を
い
作
マ
リ
ン
バ
二

　

二
人
は
昨
年
４
月
か
ら
練

習
を
重
ね
、
本
番
に
向
け
て

気
持
ち
を
高
め
て
き
た
。
こ

の
顔
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
同

じ
振
付
で
も
ま
た
新
た
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
期
待
で
き

る
。
古
田
は
「
お
互
い
に
刺

激
し
合
っ
て
、
熱
気
あ
ふ
れ

る
ス
テ
ー
ジ
に
し
た
い
」
と

張
り
切
る
。

　

全
自
由
席
４
０
０
０
円
。

25
歳
以
下
１
０
０
０
円
。

０
５
２
（
９
３
８
）７
１
８

５
。

バリトン末吉利行

歳
。
英
国
に
学
び
、
そ
こ
で

実
績
を
重
ね
た
。
昨
年
４
月

に
関
西
フ
ィ
ル
の
総
監
督
に

就
任
し
た
ば
か
り
。気
を
遣
っ

て
「
芸
術
顧
問
の
肩
書
な
ら
」

と
引
き
受
け
た
。
実
際
に
は

活
動
全
般
に
携
わ
る
。

　

中
部
フ
ィ
ル
は
何
度
も
指

揮
し
て
い
る
が
、
芸
術
顧
問

と
し
て
は
26
年
10
月
の
定
期

（
愛
知
県
芸
術
劇
場
）
で
シ

ベ
リ
ウ
ス「
交
響
曲
第
１
番
」

ほ
か
を
振
る
。
た
だ
そ
の
前

に
９
月
５
日
の
「
愛
知
４
大

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」（
同
劇
場
）
で

お
目
見
え
す
る
。

　

藤
岡
は
「
若
い
オ
ケ
な
の

で
楽
し
み
。
気
合
を
入
れ
て

団
を
け
ん
引
し
て
行
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
本
格
的

な
活
動
は
27
年
度
か
ら
に
な

る
が
、「
才
能
あ
る
若
手
音

楽
家
を
積
極
的
に
起
用
、
集

客
の
た
め
抜
本
的
な
策
を
実

施
す
る
」
と
意
気
込
ん
で
い

る
。

気
力
、体
力
を
全
開
し
愛
を
熱
唱

バ
リ
ト
ン 

奥
村
晃
平

古田　友哉

バリトン末吉利行
東海地区に感謝のリサイタル

「わたしの音楽人生」
２月８日 宗次ホール

幸
夫
を
芸
術
顧
問
に
起
用
、

２
０
２
６
年
度
か
ら
総
合
的

に
団
の
運
営
を
一
任
す
る
。

　

藤
岡
は
東
京
都
出
身
の
63

新
作
を
披
露
。27
年
１
月
に

３
回
目
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演

と
し
て
、名
古
屋
の
姉
妹
都

市
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ン
ス
、イ

タ
リ
ア
の
ト
リ
ノ
で
演
奏
す

る
。

ソ
リ
ス
ト
を
迎
え
る
。

　

ま
た
５
代
目
の
コ
ン
ポ
ー

ザ
ー
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

に
、28
歳
の
冷
水
乃
栄
流（
ひ

や
み
ず
・
の
え
る
＝
本
名
）

が
決
ま
り
、年
１
回
定
期
で

も
ら
え
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
し

た
い
」
と
勝
。

　

入
場
料
は
全
自
由
席
２
０

０
０（
当
日
２
５
０
０
）円
。

０
５
２（
９
３
５
）１
６
３

０
。

重
奏
、
黛
敏
郎
の
シ
ロ
フ
ォ

ン
作
品
。
さ
ま
ざ
ま
な
打
楽

器
を
使
っ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
作
品
を
集
め
た
。

　
「
打
楽
器
に
あ
ま
り
な
じ

み
の
な
い
人
に
も
楽
し
ん
で

奥
村
は
、持
ち
味
で
あ
る
強

靭
な
気
力
、体
力
を
全
開
し

25
曲
を
力
強
く
歌
い
切
っ

た
。猛
々
し
い
勇
者
が
情
熱

を
込
め
て
歌
う
愛
の
歌
は
、

確
か
に
聴
衆
に
届
い
た
は
ず

で
あ
る
。　　
　
　
　

 

（
茂
）

ト
ン
）が
、自
身
最
後
の
リ
サ

イ
タ
ル
と
し
て
「
ブ
ラ
ー

ム
ス
の
歌
曲
」（
11
月
22
日
・

電
気
文
化
会
館
）を
開
催
。長

年
、名
古
屋
二
期
会
の
理
事

長
と
し
て
同
会
を
牽
引
。さ

ま
ざ
ま
な
オ
ペ
ラ
の
主
役
を

務
め
て
き
た
奥
村
だ
け
に
、

多
く
の
支
持
者
が
会
場
に
駆

け
付
け
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
５
つ
の

シ
ー
ン
に
分
類
さ
れ
た
小
品

25
曲
。ド
イ
ツ
語
の
歌
唱
だ

が
、字
幕
を
用
い
る
の
で
は
な

く
、俳
優
の
荒
川
洋
子
が
そ

れ
ぞ
れ
の
曲
の
情
景
を
情
感

た
っ
ぷ
り
に
語
っ
た
。こ
れ
は

グ
ッ
ド
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
。

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
に
は
ド
イ
ツ

在
住
の
日
系
二
世
マ
リ
オ
・

ヘ
リ
ン
グ
を
迎
え
た
が
、こ

れ
も
当
た
っ
た
。彼
の
重
厚

な
演
奏
が
、ブ
ラ
ー
ム
ス
の

旋
律
を
一
層
引
き
立
て
た
。

　

中
部
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
は
、
昨
年
１
月
に

死
去
し
た
秋
山
和
慶
芸
術
監

督
に
代
わ
る
指
揮
者
に
藤
岡

中部フィル芸術顧問に
指揮者・藤岡幸夫が就任

　

第
１
回
リ
サ
イ
タ
ル

（
１
９
７
５
年
）か
ら
50
年
。

声
楽
家
・
奥
村
晃
平
（
バ
リ冷水乃栄流

川瀬賢太郎

打
楽
器
奏
者
・
勝
諒
平
リ
サ
イ
タ
ル

２
月
７
日 

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
ホ
ー
ル

　

昨
年
３
月
の
「
ス
タ
ー
・

ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
・
ガ
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
」
で
、
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
勝
諒
平
が
打
楽
器

リ
サ
イ
タ
ル
を
２
月
７
日

ピ
ア
ニ
ス
ト
は
藝
大
の
同
級

生
・
兼
重
直
文
。

　

指
定
席
４
５
０
０
円
、自

由
席
４
０
０
０
円
、学
生
２

４
０
０
円
。
０
５
２（
２
６

５
）１
７
１
８
。

森
下
は
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

「
第
九
」や
「
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
・

悲
愴
」も
踊
っ
て
い
る
。古
田

も
名
古
屋
を
中
心
に
活
動
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
品
の
演

奏
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
初
共
演
が
実
現
し
た
。

ア
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
そ
し
て
日

本
の
６
か
国
語
を
歌
う
。

　
「
曲
ご
と
に
異
な
る
〝
言

葉
の
音
〟の
面
白
さ
、そ
れ
ぞ

れ
の
お
国
柄
を
感
じ
て
ほ
し

い
」と
来
場
を
呼
び
掛
け
る
。

ピ
ア
ノ
演
奏（
リ
ス
ト
編
曲
）

で
踊
る
。
振
付
は
第
１
楽
章

ウ
ス
「
万
霊
節
」、プ
ー
ラ
ン

ク
「
動
物
詩
集
」、シ
ベ
リ
ウ

ス
「
黒
い
薔
薇
」、大
中
恩
「
昨

日
い
ら
っ
し
っ
て
く
だ
さ
い
」

ほ
か
。な
ん
と
末
吉
は
イ
タ
リ

ア
、ド
イ
ツ
、フ
ラ
ン
ス
、ロ
シ

　

振
付
家
で
ダ
ン
サ
ー
の
森

下
真
樹
が
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
運
命
全
楽
章
を
踊
る
」
を

２
月
７
、８
日
（
午
後
２
時
）

メ
ニ
コ
ン
シ
ア
タ
ー
Ａ
ｏ
ｉ

で
開
く
。

　
「
交
響
曲
第
５
番
・
運
命
」

全
４
楽
章
を
、
古
田
友
哉
の

森
下
真
樹
が「
運
命
」全
楽
章
を
踊
る

２
月
７
、８
日 

シ
ア
タ
ー
Ａ
ｏ
ｉ
で

か
ら
順
に
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｋ

Ｏ
、
森
山
未
來
、
石
川

直
樹
、
笠
井
叡
の
４
人

が
担
当
し
た
異
色
の
ダ

ン
ス
公
演
だ
。

　

こ
の
作
品
は
２
０
１

７
年
か
ら
各
地
で
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
ピ
ア

ノ
と
コ
ラ
ボ
で
上
演
し

て
い
る
が
、名
古
屋
は

初
め
て
。

　

国
際
的
に
活
動
中
の

「運命」を踊る森下真樹バ
グ
パ
イ
プ
。
首
都
エ
デ
ィ

ン
バ
ラ
で
演
奏
者
を
よ
く
見

か
け
た
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
女

王
メ
ア
リ
・
ス
チ
ュ
ア
ー

ト
は
正
当
な
王
位
継
承
者

だ
が
、
そ
れ
を
恐
れ
た
エ

リ
ザ
ベ
ス
１
世
に
よ
っ
て

処
刑
さ
れ
た
。
映
画
や
演

劇
に
な
っ
た
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
虐
げ
ら

れ
た
過
去
か
ら
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は

今
も
仲
が
良
く
な
い
。
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
旗
を
掲

げ
、独
立
を
望
む
人
も
多
い
。

学
校
で
は
、
ま
と
め
て
イ
ギ

リ
ス
と
習
っ
た
が
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
区
別

す
べ
き
だ
ろ
う
。

（
文
と
写
真
・
植
田
三
郎
）

ド
と
の
戦
い
に
敗
れ
た
時
の

悲
し
い
歌
だ
。

　

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の

「
交
響
曲
第
３
番
・
ス
コ
ッ

の
歌
の
よ
う
だ
が
、
元
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
。
私
の

好
き
な
の
は「
ロ
ッ
ホ
・
ロ
ー

モ
ン
ド
」
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
と
言
え

ば
、
ま
ず
は
ス
コ
ッ
チ
ウ
イ

ス
キ
ー
。
50
年
以
上
飲
ん
で

き
た
ウ
イ
ス
キ
ー
の
本
場
を

訪
れ
た
の
は
10
年
前
。

　

怪
物
ネ
ッ
シ
ー
で
知
ら
れ

る
ネ
ス
湖
に
も
興
味
が
あ
っ

た
。南
北
に
35
㎞
と
細
長
く
、

ネ
ッ
シ
ー
が
現
れ
て
も
不
思

議
で
は
な
い
風
景
。
あ
る
時

代
ま
で
生
き
残
っ
た
恐
竜
が

い
た
に
違
い
な
い
。

　
「
故
郷
の
空
」「
蛍
の
光
」

「
埴
生
の
宿
」
な
ど
、
日
本

ウ
ィ
ス
キ
ー
、ネ
ス
湖
、バグ
パ
イ
プ

過
去
に
は
虐
げ
ら
れ
た
苦
難
の
歴
史
も

スコットランド、ネス湖の古城
ト
ラ
ン
ド
」は
、

訪
れ
た
時
の
印

象
を
作
曲
し

た
。「
フ
ィ
ン

ガ
ル
の
洞
窟
」

も
そ
う
。
ピ
ア

ノ
曲
「
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
・
ソ

ナ
タ
」も
あ
る
。

当
時
は
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
が
人

気
観
光
地
だ
っ

た
。
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
が

ナ
ッ
プ
を
発
表
し
た
。

　

定
期
演
奏
会
の
テ
ー
マ
は

「
ド
ラ
マ
」で
、曲
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
を
聴
か

せ
る
。

　

川
瀬
監
督
が
指
揮
す
る

定
期
は
、５
月
に
マ
ー
ラ
ー

「
交
響
曲
第
10
番
（
ク
ッ
ク

　

２
０
２
６
年

に
創
立
60
周
年

を
迎
え
る
名
古

屋
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽

団
は
、川
瀬
賢

太
郎
音
楽
監
督

が
二
期
目
に
入

る
26
年
４
月
～

27
年
３
月
の
演

奏
会
ラ
イ
ン

「ドラマ」テーマに川瀬が描く
26年度名フィルのラインナップ
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会 員 募 集 二期会の重鎮・水谷和樹さん逝く

 　

名
古
屋
二
期
会
の
声
楽

家
で
、医
師
で
あ
り
、徳
行
寺

（
一
宮
市
）の
住
職
で
も
あ
っ

た
水
谷
和
樹
さ
ん
が
昨
年
12

月
２
日
他
界
さ
れ
た
。72
歳

だ
っ
た
。水
谷
さ
ん
は
名
古

屋
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、

千
秋
病
院
ほ
か
で
外
科
医
と

し
て
勤
務
。１
９
８
４
年
に

名
古
屋
二
期
会
に
入
会
。希

少
な
バ
ス
歌
手
と
し
て
活

躍
、理
事
長
と
し
て
も
長
年

同
会
を
支
え
て
き

た
。

　

水
谷
さ
ん
は
、穏

や
か
で
優
し
く
、私

が
取
材
に
う
か
が
う

と
、い
つ
も
笑
顔
で

接
し
て
く
だ
さ
っ

た
。決
し
て
偉
ぶ
る

こ
と
な
く
、分
か
り

や
す
く
、熱
心
に
作

品
の
解
説
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
。舞
台
で

は
重
厚
感
あ
ふ
れ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
発

揮
、ド
ラ
マ
の
要
と

し
て
作
品
を
際
立
て
た
。

　

22
年
に
は
宗
次
ホ
ー
ル
で

初
の
バ
ス
リ
サ
イ
タ
ル
を
開

催
。日
本
歌
曲
や
、お
な
じ
み

の
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
で
満
席

の
聴
衆
を
魅
了
し
た
。25
年

５
月
31
日
、メ
ニ
コ
ン
シ
ア

タ
ー
Ａ
ｏ
ｉ
で
開
催
さ
れ
た

名
古
屋
二
期
会
「
た
の
し
い

童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
」が
最
後

の
公
演
に
な
っ
た
。26
年
１

月
の
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
オ
ペ

ラ
コ
ン
サ
ー
ト
」に
も
出
演

が
決
ま
っ
て
い
た
。（

上
野
茂
）

　

ア
カ
デ
ミ
ー
国
枝
バ
レ
エ

が
、深
川
秀
夫
・
振
付
の
「
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
・
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィ
ッ
ク
～
あ
る
男
の
物

語
」（
11
月
30
日
・
ア
ー
ト

ピ
ア
ホ
ー
ル
）を
上
演
し
た
。

普
遍
的
な
男
女
の
出
会
い
と

別
れ
を
、
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の

「
幻
想
交
響
曲
」
に
託
し
た

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
か
つ
幻
想
的

な
バ
レ
エ
作
品
で
あ
る
。

　

主
人
公
は
長
谷
川
元
志
、

彼
が
出
会
う
３
人
の
恋
人
に

は
見
寺
温
子
、坪
井
梨
緒
子
、

畑
野
ゆ
か
り
、
そ
し
て
〝
運

命
〟
を
演
じ
る
辻
沙
織
と
梶

田
眞
嗣
。
ア
カ
デ
ミ
ー
の
主

力
、
中
堅
22
人
が
群
舞
を
務

め
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
は

な
い
ス
テ
ッ
プ
や
リ
フ
ト
。

久
々
に
見
る
、
深
川
作
品
な

ら
で
は
の
振
付
で
あ
る
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
に
主
眼

を
置
く
バ
レ
エ
団
だ
け
に
、

６
人
の
メ
ー
ン
キ
ャ
ス
ト
の

う
ち
４
人
が
客
演
。
群
舞
の

少
女
た
ち
に
は
、
い
さ
さ
か

荷
の
重
い
作
品
だ
っ
た
。
だ

が
、
深
川
作
品
に
接
す
る
こ

と
で
、
バ
レ
エ
に
必
要
な
の

は
技
術
や
体
力
だ
け
で
な

く
、
い
か
に
メ
ン
タ
ル
が
重

要
で
あ
る
か
を
学
ん
だ
に
違

い
な
い
。

ア
カ
デ
ミ
ー
国
枝
バ
レ
エ

　

物
語
は
男
の
死
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
再
び
死
に
至
る

輪
廻
転
生
を
示
唆
し
て
い

る
。
深
川
は
２
０
２
０
年
に

死
去
し
た
が
、
そ
の
作
品
は

　

日
本
人
と
は
思
え
ぬ
本
格

的
な
ヴ
ォ
ー
カ
ル
（
川
島
桂

子
）と
演
奏
陣
（
ギ
タ
ー
・

徳
永
健
太
郎
、
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
・
容
昌
、ヴ
ァ
イ
オ

多
く
の
バ
レ
エ
団
で
繰
り
返

し
上
演
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
深
川
バ
レ
エ
は
、
延
々
と

生
き
続
け
る
の
で
あ
る
。

（
ウ
エ
ノ
）

「
バ
ー
ド
」

　

セ
ル
マ
＆
ソ
フ
ィ
ア
ン
・

ウ
ィ
ス
ィ
の
「
バ
ー
ド
」（
11

月
14
～
16
日
・
芸
術
劇
場
小

ホ
ー
ル
）は
魅
力
的
だ
っ
た
。

　

ウ
ィ
ス
ィ
兄
妹
は
、振
付
や

映
像
な
ど
多
様
な
メ
デ
ィ
ア

を
横
断
し
、身
体
や
記
憶
、社

会
的
関
係
性
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。

　
「
バ
ー
ド
」で
は
ダ
ン
サ
ー

と
鳩
が
共
演
者
だ
。体
に
鳩

を
止
ま
ら
せ
た
ま
ま
セ
ル
マ

は
丁
寧
に
繊
細
に
踊
る
。鳩

も
ま
た
体
の
上
を
歩
く
よ
う

に
快
適
な
位
置
を
探
し
な
が

ら
時
間
・
空
間
を
共
有
す
る
。

鳩
は
人
間
の
気
持
ち
を
分
か

ら
な
い
は
ず
な
の
に
、互
い

の
存
在
を
尊
重
し
な
が
ら
対

話
を
し
て
い
る
よ
う
で
、交

感
を
夢
見
て
し
ま
っ
た
。

　

着
想
は
、廃
墟
と
な
っ
た

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ほ
か
で
上
映
中

フ
ラ
メ
ン
コ
内
田
好
美

リ
ン
・
森
川
拓
哉
）そ
し
て

パ
ワ
フ
ル
な
ダ
ン
ス
に
圧
倒

さ
れ
た
。内
田
好
美
フ
ラ
メ

ン
コ
ソ
ロ
公
演
「
徨Vagar

」

（
25
年
11
月
８
、９
日
・
東
文

化
小
劇
場
）で
あ
る
。

　

内
田
を
見
る
の
は
初
め
て

で
、先
入
観
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
観
劇
で
き
た
。ま
ず

感
心
し
た
の
は
、１
時
間
強
を

一
人
で
踊
り
切
っ
た
ス
タ
ミ

ナ
、そ
し
て
本
場
の
フ
ラ
メ
ン

コ
の
真
似
で
は
な
く
、内
田
独

自
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が

あ
っ
た
こ
と
。ス
テ
ッ
プ
の
速

さ
と
力
強
さ
、座
位
で
の
ダ
ン

ス
に
も
抜
け
が
な
く
情
感
が

こ
も
っ
た
。

　

内
田
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
か
ら

エ
ピ
ロ
ー
グ
ま
で
全
８
曲

（
９
日
は
９
曲
）を
一
気
に
駆

け
抜
け
た
。内
田
の
ス
テ
ッ

プ
と
演
奏
陣
と
の
〝
会
話
〟

が
明
確
に
見
え
、多
く
の
時

間
を
共
に
し
た
で
あ
ろ
う
、

彼
ら
の
濃
密
な
関
係
に
浸
る

こ
と
も
で
き
た
。

　

脱
ぎ
捨
て
た
シ
ョ
ー
ル
を

過
去
の
思
い
出
に
例
え
た
演

出
、背
面
に
投
影
さ
れ
た
シ

ル
エ
ッ
ト
と
ダ
ン
ス
の
〝
共

演
〟な
ど
、細
か
な
工
夫
が
随

所
に
見
え
た
。す
べ
て
が
内

田
の
構
成
、演
出
で
あ
る
。今

公
演
は「
孤
独
生
シ
リ
ー
ズ
」

（
全
10
作
）の
第
４
弾
。次
回

も
ぜ
ひ
観
劇
し
た
い
。

当
時
の
熱
を
再

演
す
る
の
で
は

な
く
、
残
し
て

い
く
べ
き
作
品

の
根
を
離
さ

ず
、
現
代
の
観

客
に
伝
わ
る
舞

台
に
磨
き
上
げ

た
。
強
烈
な
表

現
な
ど
を
押
さ

え
た
こ
と
で
、

観
客
は
物
語
か

ら
目
を
背
け

訃
　
報

　

遠
山
事
務
所
「
雪
や
こ
ん

こ
ん
～
湯
の
花
劇
場
物
語
」

１
月
30
日
～
２
月
１
日
（
６

回
公
演
）
愛
知
県
芸
術
劇
場

小
ホ
ー
ル
。

　

戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
、
地

方
を
巡
業
す
る
大
衆
演
劇
一

座
の
涙
と
笑
い
を
描
い
た
井

上
ひ
さ
し
の
傑
作
。
お
な
じ

み
の
〝
名
ぜ
り
ふ
〟
も
楽
し

い
。
演
出
は
水
口
晴
樹
。
出

演
は
小
嶋
彩
子
、福
田
敏
一
、

桂
元
枝
、
平
松
弘
次
ほ
か
。

　

全
自
由
席
４
０
０
０
円
、

中
高
生
２
５
０
０
円
。
０

９
０
（
４
４
４
１
）３
７
６

９
。 「

雪
や
こ
ん
こ
ん
」

　

Ａ
Ｋ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

舞
台「
喜
劇『
人
類
館
』」（
芸

術
劇
場
小
ホ
ー
ル
、
11
月
22

～
24
日
）
を
上
演
し
た
。

　
「
人
類
館
」
は
１
９
７
８

年
に
沖
縄
出
身
で
初
め
て
岸

田
戯
曲
賞
を
受
賞
し
た
知
念

正
真
の
代
表
作
。
そ
の
作
品

を
継
承
す
る
た
め
に
娘
の
知

念
あ
か
ね
が
立
ち
上
げ
た
プ

来
の
視
点
と
は
違
う
新
た
な

関
係
を
考
え
さ
せ
る
。

　

美
し
く
幻
想
的
な
時
間

だ
っ
た
だ
け
に
、鳩
が
セ
ル

マ
の
頭
か
ら
飛
び
立
っ
て
し

ま
っ
た
瞬
間
は
、当
た
り
前

に
起
こ
り
う
る
事
な
の
に
息

を
飲
ん
だ
。し
か
し
、一
人
に

な
っ
て
踊
る
セ
ル
マ
の
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ダ
ン
ス
も
ま

た
、客
席
に
感
動
を
生
み
出

し
て
い
っ
た
。

沖
縄
を
め
ぐ
る
傑
作
を
新
演
出
で

喜
劇「
人
類
館
」

ず
、「
尊
厳
」
へ
の
関
心
を

胸
に
宿
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

若
い
演
出
家
、
俳
優
た
ち

が
悩
み
迷
い
な
が
ら
大
切
な

作
品
を
受
け
継
ぎ
、
再
構
築

し
た
姿
は
、
演
劇
を
見
る

感
動
そ
の
も
の
で
も
あ
っ

た
。
舞
台
に
引
き
込
ま
れ
た

こ
の
日
の
観
客
の
大
き
な
拍

手
は
、
そ
の
情
熱
に
相
応
し

か
っ
た
。（
文
・
竹
本
真
哉

写
真
・
国
際
芸
術
祭
あ
い
ち

組
織
委
員
会
）

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
新
演
出
の

２
０
２
５
年
版
を
愛
知
で
披

露
し
た
。

　

琉
球
民
族
を
展
示
す
る
人

類
館
は
１
９
０
３
年
に
あ
っ

た
現
実
の
出
来
事
。
正
真
は

そ
こ
に
皇
民
化
教
育
、戦
争
、

米
国
統
治
、
本
土
復
帰
な
ど

沖
縄
を
巡
る
歴
史
を
織
り
込

み
、
熱
と
怒
り
に
満
ち
た
演

劇
を
作
り
上
げ
た
。

　

あ
か
ね
が
も
う
一
人
の
演

出
に
選
ん
だ
新
垣
七
奈
は
、

対
話
す
る
よ
う
に
踊
る
人
と
鳩

映
画
館
が
鳩
の
住
処
に
な
っ

て
い
る
風
景
か
ら
得
た
と
い

う
。人
の
た
め
に
存
在
し
た

空
間
が
他
の
生
物
の
も
の
に

な
っ
た
様
は
、人
が
動
物
の

生
息
地
を
奪
う
と
い
っ
た
従

脚
本
が
役
者
の
名
演
技
を
引
き
出
し
た

菊
本
健
郎「
望
郷
」

に
、
菊
本
の
脚
本
、
演
出
で

１
９
９
７
年
に
初
演
さ
れ
た

反
戦
ド
ラ
マ
。
満
州
開
拓
民

と
し
て
中
国
に
わ
た
り
、
戦

後
苦
難
の
道
を
歩
ん
だ
日
本

人
の
惨
状
を
描
い
た
物
語
。

菊
本
の
没
後
５
年
、
待
望
の

再
演
で
あ
る
。

　

戦
争
が
も
た
ら
す
悲
劇
だ

け
で
は
な
く
、
日
本
人
開
拓

民
を
加
害
者
と
し
て
と
ら
え

た
菊
本
の
脚
本
が
胸
に
突
き

刺
さ
る
。
か
つ
て
菊
本
に
育

て
ら
れ
た
俳
優
た
ち
の
「
言

葉
を
大
切
に
語
る
芝
居
」
に

心
を
奪
わ
れ
た
。

　

菊
本
と
親
交
の
深
か
っ
た

白
濱
洋
介
の
熱
演
に
胸
を
打

た
れ
、
中
国
人
を
演
じ
た
高

橋
潔
の
「
中
国
人　

受
け
た

恩　

忘
れ
な
い
」
の
名
言
に

救
わ
れ
る
想
い
が
し
た
。

　

主
役
を
演
じ
た
多
田
木
亮

佑
の
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
役

ど
こ
ろ
に
驚
い
た
。
ス
ト
ー

リ
ー
テ
ラ
ー
と
し
て
劇
中
を

生
き
た
今
枝
蛍
は
難
し
い
役

作
り
に
取
り
組
ん
だ
。
感
情

に
走
り
が
ち
な
セ
リ
フ
を
ど

う
語
る
か
―
役
者
の
力
量
が

試
さ
れ
る
脚
本
で
も
あ
っ

た
。　
　
　
（
山
岸
千
代
栄
）

　
〝
戦
後
80
年
〟
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
品
が
多
く
上
演
さ

れ
た
２
０
２
５
年
。
ひ
と
き

わ
異
彩
を
放
っ
た
の
が
菊
本

健
郎
・
脚
本
、
岡
田
一
彦
・

演
出
の
「
望
郷
～
凍
れ
る

土
の
国
か
ら
届
い
た
便
り
」

（
25
年
11
月
28
～
30
日
・
昭

和
文
化
小
劇
場
）
で
あ
る
。

　

同
作
は
田
村
久
江
「
凍

土
に
生
き
る
」
を
原
作

優れた演奏陣、力強いステップ

深川秀夫作品でジュニアを育成
㊨
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
フ
ァ
ン
タ

ス
テ
ィ
ッ
ク
」
㊦
内
田
好
美
「
徨
」

「人類館」

「バード」



重
奏
曲
第
８
番
・
ラ
ズ
モ
フ

ス
キ
ー
第
２
番
」は
、言
う
ま

で
も
な
い
中
期
の
傑
作
。ラ

ズ
モ
フ
ス
キ
ー
３
曲
の
中
で

は
最
も
地
味
だ
が
、精
神
性

に
満
ち
た
作
品
。そ
れ
で
も
、

後
半
に
は
軽
妙
な
雰
囲
気
も

あ
り
楽
し
い
。そ
ん
な
特
色

が
よ
く
表
れ
て
い
た
。

を
披
露
し
た
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
平
光
真

弥
、鳥
居
愛
子
、ヴ
ィ
オ
ラ
百

武
由
紀
、チ
ェ
ロ
野
村
友
紀
。

実
力
者
が
回
を
重
ね
、熟
成

し
て
き
た
。

　

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
弦
楽
四

　

カ
ル
テ
ッ
ト
Ｓ
Ａ
Ｙ
の
第

７
回
演
奏
会
（
12
月
３
日
・

電
気
文
化
会
館
）は
、大
作
２

曲
と
重
厚
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

作
品
に
向
か
う
真
摯
な
姿
勢
に
好
感

カ
ル
テ
ッ
ト
Ｓ
Ａ
Ｙ

　

曲
目
は
バ
ッ
ハ
か
ら
現

代
の
ピ
ア
ソ
ラ
、武
満
徹
、吉

松
隆
へ
。原
曲
は
ピ
ア
ノ
、ギ

　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
弦
楽
五

重
奏
曲
」は
、チ
ェ
ロ
２
本
の

特
異
な
編
成
で
、花
崎
薫
が

参
加
。最
晩
年
の
代
表
作
だ

が
、生
で
聴
く
機
会
は
少
な

い
。４
人
の
力
強
く
充
実
し
た

響
き
は
圧
巻
。聴
き
ご
た
え
の

あ
る
大
作
が
そ
ろ
い
、初
冬
の

寒
さ
も
吹
き
飛
ん
だ
。

フ
ル
ー
ト 

福
田
彩
花

実
力
者
な
ら
で
は
の
熟
成
し
た
音
楽

バロッ
ク
楽
器
に
新
た
な
可
能
性
託
し

チ
ェ
ン
バ
ロ 

木
村
恵
理

　
「
木
村
恵
理
チ
ェ
ン
バ
ロ

リ
サ
イ
タ
ル
」（
11
月
21
日
・

メ
ニ
コ
ン
シ
ア
タ
ー
Ａ
ｏ

ｉ
）
は
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
現

在
を
追
求
し
た
興
味
深
い
企

画
だ
っ
た
。

　

バ
ロ
ッ
ク
時
代
、
バ
ッ
ハ

ら
が
傑
作
を
残
し
た
チ
ェ
ン

バ
ロ
は
、
ピ
ア
ノ
に
取
っ
て

代
わ
ら
れ
た
。そ
の
楽
器
を
、

朗
読
や
映
像
と
と
も
に
、
新

た
な
価
値
を
見
い
出
そ
う
と

す
る
意
欲
を
感
じ
た
。

タ
ー
作
品
で
も
、チ
ェ
ン
バ
ロ

で
違
和
感
は
な
い
。白
樺
八

青
の
朗
読
、藤
岡
博
孝
の
映

像
が
、静
か
で
繊
細
な
チ
ェ

ン
バ
ロ
の
音
を
増
幅
し
た
。

　

フ
ル
ー
ト
の
福
田
彩
花

が
、名
古
屋
演
奏
家
育
成
塾

で
市
文
化
振
興
事
業
団
賞
を

受
賞
し
た
記
念
リ
サ
イ
タ
ル

（
11
月
22
日
・
熱
田
文
化
小

劇
場
）を
開
い
た
。

る
た
め
、ど
れ
も
安
定
し
た

演
奏
を
聴
か
せ
た
。

　

前
半
で
は
タ
フ
ァ
ネ
ル

「
魔
弾
の
射
手
に
よ
る
幻
想

曲
」が
印
象
に
残
っ
た
。オ
ペ

ラ
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
素

を
含
ん
だ
難
曲
を
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
に
表
現
し
た
。

　

メ
ー
ン
の
フ
ラ
ン
ク
「
フ

ル
ー
ト
ソ
ナ
タ
」は
、ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
が
原
曲
だ
が
、フ

ル
ー
ト
で
は
ソ
フ
ト
な
感
じ

で
聴
き
や
す
い
。本
来
の
精

神
的
な
深
さ
は
多
少
弱
ま
る

が
、作
品
の
特
徴
は
十
分
出

て
い
た
。

　

す
べ
て
の
音
符
を
丁
寧

に
と
ら
え
、
真
摯
に
作
品

に
向
か
う
姿
勢
は
好
感
が

持
て
る
。

　

モ
ー
ツ
ア

ル
ト
「
ロ

ン
ド
」か
ら

バ
ル
ト
ー

ク
「
ハ
ン
ガ

リ
ー
農
民
組

曲
」ま
で
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
選

曲
で
臨
ん

だ
。基
礎
的

な
技
術
が
あ

　

特
に
林
光
「
花
の
図
鑑
・

前
奏
曲
集
」
で
は
、
花
の
映

像
と
、
そ
の
花
に
関
す
る
詩

の
朗
読
が
一
体
と
な
っ
て
、

よ
り
効
果
的
だ
っ
た
。

　

バ
ロ
ッ
ク
楽
器
と
い
う
固

定
観
念
を
返
上
、
新
た
な
可

能
性
を
巧
み
に
提
示
し
た
。


